
日本オリエント学会第 56回大会プログラム 

2014年 10月 25日（土）・26日（日） 
会場：上智大学四谷キャンパス 

a第１日 10月25日（土） 14：00a～a20：00a 

公開シンポジウム・学会奨励賞授与式 
会場：2号館508室 

14：00 開会挨拶 

14：05 ～ 17：10 公開シンポジウム 

オリエント研究 ―「古代への情熱」と「未来への夢」― 

司会：近藤二郎（早稲田大学） 
基調講演：月本昭男（上智大学）「ギルガメシュ叙事詩の現代性  ― その死生観をめぐって」 

講演：  
① 安倍雅史（東京文化財研究所）「シリア ― 歴史的遺産と文化的多様性の危機」 
② 太田敬子（北海道大学）「｢オリエント(近東)｣の歴史とイスラーム史 ― 歴史の共有と借用」 

③ 三代川寛子（上智大学）「古代エジプトへの情熱、古代エジプトにみる夢」 
 
パネルディスカッション（パネリスト）： 
① 月本昭男 ② 安倍雅史 ③ 太田敬子 ④ 三代川寛子 
 
17：15 ～ 17：45 日本オリエント学会奨励賞授与式 
 
18：00 ～ 20：00 懇親会（会場： 2号館学生食堂） 
 
 

a第2日 10月26日（日） 10：00a～a16：30a 

 
研究発表会 
会場：紀尾井坂ビル地下：紀B-112、104、108、105、107教室（口頭発表） 

紀尾井坂ビル地下：紀B-111教室（ポスター発表：コアタイム［12：30～13：00］） 
休憩室：紀B-113教室 

 
 

主催 日 本 オ リ エ ン ト 学 会 
共催 上智大学アジア文化研究所



10 月 26 日（日） 研究発表 

   

 第1部会（紀B-112教室）  

 時間 発表者 発表題目 

1 10：00 - 10：25 中野智章 エジプト初期国家における石碑について 

2 10：30 - 10：55 平山洋 亡王・神々・聖職者 ― 古王国時代ピラミッド内部構造とテキストによる空間

分析に向けて 

3 11：00 - 11：25 
高橋寿光 
西坂朗子 古代エジプト、クフ王第 2の船船坑の蓋石に記されたグラフィティについて 

4 11：30 - 11：55 柏木裕之 古代エジプト、クフ王第 2の船船坑の掘削手順について 
 11：55 - 13：20  昼休み 

5 13：20 - 13：45 
矢澤健 
吉村作治 

エジプト・ダハシュール北遺跡のシャフト墓の形状と分布について ― 中王国

時代の墓地形成過程解明に向けた試論 
6 13：50 - 14：15 河合望 エジプト、アブ・シール南丘陵遺跡における中王国時代の祭祀の性格について 
7 14：20 - 14：45 和田浩一郎 エジプト・ダハシュール北遺跡の私人墓から出土した太陽神の船のレリーフについて 

 14：45 - 15：05  コーヒーブレイク 

8 15：05 - 15：30 深谷雅嗣 カルナク神殿におけるトトメス三世の新年祭レリーフ 
9 15：35 - 16：00 田澤恵子 古代エジプトの三柱神 ― その構造と機能 

10 16：05 - 16：30 藤井信之 松岡美術館所蔵の木製人型棺について ― 制作年代と被葬者の家系をめぐる問

題を中心に 
    

 第2部会（紀B-104教室）  

 時間 発表者 発表題目 

1 10：00 - 10：25 西秋良宏 中東ネアンデルタール社会の人口変化 

2 10：30 - 10：55 
足立拓朗 
藤井純夫 アラビア半島の遊牧化過程 ― ワディ・シャルマ１遺跡の調査から 

3 11：00 - 11：25 三木健裕 紀元前 5千年紀イラン南西部、鈍黄色黒彩土器の展開 ― タル・イ・バクーン

A、B遺跡出土土器を事例として 
4 11：30 - 11：55 山藤正敏 銅生産拠点後背地の土地利用 ― ヨルダン南部ショウバック北地域の前期青銅器文化 

 11：55 - 13：20  昼休み 

5 13：20 - 13：45 小野塚拓造 古代イスラエル鉄器時代の年代をめぐって 
6 13：50 - 14：15 西山伸一 北レヴァント地方鉄器時代の Cooking Pot Ware ― 沿岸部と内陸部の変遷 
7 14：20 - 14：45 四角隆二 3～7世紀のメソポタミア出土ガラスに関する考察 

 14：45 - 15：05  コーヒーブレイク 

8 15：05 - 15：30 津村眞輝子 サーサーン式銀貨における後刻印の再分類 
9 15：35 - 16：00 神田惟 オリエントから見た「オリエント」―「ペルシア三彩」の収集を事例に 

       

 第3部会（紀B-108教室）  

 時間 発表者 発表題目 

1 10：00 - 10：25 櫻井絵美夏 マリ王国の情報伝達におけるシャーピトゥムの役割 
2 10：30 - 10：55 山田雅道 特殊な「世話」契約としての RE 6 
3 11：00 - 11：25 渡辺和子 「エサルハドン王位継承誓約文書」の構成と儀礼 
4 11：30 - 11：55 山本孟 ヒッタイト語における「結びつき」とイシュヒウル文書 

 11：55 - 13：20  昼休み 

5 13：20 - 13：45 吉野宏志 エジプト語 sḏm-f活用への通言語的アプローチ 
6 13：50 - 14：15 小山彰 デモティックにおける第 2時制の文焦点化機能 
7 14：20 - 14：45 関広尚世 古代スーダンにおける「鉄」の象徴性について 

 14：45 - 15：05  コーヒーブレイク 

8 15：05 - 15：30 江添誠 出土コインからみたウム・カイス遺跡の歴史的変遷 

9 15：35 - 16：00 長谷川奏 
エジプト西方デルタ・イドゥク湖南域の考古学調査 ― コーム・アル＝ディバ

ーゥ遺跡表層の生活痕跡を読み解く 



 

  第4部会（紀B-105教室）  

 時間 発表者 発表題目 

1 10：00 - 10：25 三津間康幸 セレウコス朝およびアルシャク朝時代のバビロンにおける「市民」とその組織 

2 10：30 - 10：55 青木真兵 ローマ支配下トリポリタニアにおけるフェニキア都市について ― 新カルタゴ

語碑文への分析を中心に 
3 11：00 - 11：25 佐藤育子 西地中海におけるフェニキア人の活動 ― サルディニア・スペインの事例を中心に 
4 11：30 - 11：55 飯島克彦 6世紀アンティオキアにおける災害 ― 被災者の視点からの考察 

 11：55 - 13：20  昼休み 

5 13：20 - 13：45 西尾哲夫 シンドバード航海記の写本の分類と系統 ― 筆写年入り写本として最古のペテ

ィス・ド・ラ・クロワ『アラブの物語 海のシンドバード』をめぐって 

6 13：50 - 14：15 井上貴恵 『愛する者たちのジャスミンの書』におけるルーズビハーン・バクリー・シ

ーラーズィーの愛（‘ishq）論 
7 14：20 - 14：45 宋暎恩 ジャーミーの信仰における宗教的実践と存在一性論の接点 

 14：45 - 15：05  コーヒーブレイク 

8 15：05 - 15：30 青木健 アーザル・カイヴァーン学派の新出写本と再評価 ― ゾロアスター教、照明学

派、ヌクタヴィー教団 

9 15：35 - 16：00 土谷遥子 法顕は何故インダス川の難所、断崖絶壁の『懸度』を辿ったのであろうか。  
パキスタン北部地方『法顕の道』現地調査（2012・2013）  

    

 第5部会（紀B-107教室）  

 時間 発表者 発表題目 

1 10：00 - 10：25 貝原哲生 初期イスラーム時代エジプトの地域社会における教会・修道院の役割 ― 中部

エジプトを事例として 
2 10：30 - 10：55 田中悠子 イブン・アル=ムカッファア著『Risāla fī-l-Ṣaḥāba』における理想の統治 

3 11：00 - 11：25 中野さやか ムタワッキル期とサイフ・ダウラ期のナディーム論の比較 ― サアラビー著

『諸王のモラル』とクシャージャム著『ナディームの作法』の比較を通じて 

4 11：30 - 11：55 茂木明石 イブン・ハンバルのミフナとシャーフィイーのミフナ ― イスバハーニーの

「聖者たちの飾り」の分析を中心に 
 11：55 - 13：20  昼休み 

5 13：20 - 13：45 西村淳一 12世紀以前のホラーサーンのウラマー社会における「よそ者」の位置づけ 
6 13：50 - 14：15 阿部尚史 サファヴィー朝滅亡後のシェイフ・サフィー廟 ― 王朝権力と地方社会の間で 
7 14：20 - 14：45 鈴木真吾 イズミルにおける 1893年のコレラ流行 

 14：45 - 15：05  コーヒーブレイク 

8 15：05 - 15：30 福永浩一 エジプト・ムスリム同胞団における政治思想と活動の発展（1939 - 1954） 
9 15：35 - 16：00 松永泰行 「遺産」としてのホメイニズム再考 

    

ポスター発表 （紀B-111教室） コアタイム （12：30 - 13：00） 

 発表者 発表題目 

1 河合望 カルナク神殿におけるトゥトアンクアメン王のステラに関する調査研究 
2 黒河内宏昌 クフ王第 2の船プロジェクト 2012～13年度の活動 

3 小茄子川歩 インダス式印章の製作技術に関する考古学的研究― SEMと PEAKITを用いた

彫刻および穿孔技術の検討 

4 
長谷川修一・月本昭男 

津本英利・小野塚拓造 
アッシリア後のパレスチナ ― テル・レヘシュ第 8次発掘報告 

5 牧野久実 ユダヤ食文化における浄、不浄の概念と土器型式 

6 
近藤二郎・吉村作治 

河合望・菊地敬夫・柏木裕之 
エジプト・ルクソール西岸で新発見されたコンスウエムヘブ墓について 

7 関広尚世 メロエ遺跡製鉄炉の民族考古学的研究 



 

◎上智大学四谷キャンパスへのアクセス 
 
所在地 
〒102−8554 東京都千代田区紀尾井町 7−1   
 

 
 
電車： 
JR 中央線、東京メトロ丸ノ内線・南北線/四ツ谷駅 麹町口・赤坂口から徒歩 5 分 
＊キャンパス内には駐車場がありません。 
 
 
 
 
 

日本オリエント学会第 56 回大会実行委員会 
〒102 - 8554 東京都千代田区紀尾井町 7 - 1 
上智大学総合グローバル学部 私市研究室 

E-mail: sophia2014@j-orient.com 
Tel: 03 - 3238 - 3693 Fax: 03 - 3238 - 3693 

mailto:sophia2014@j-orient.com

